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2.8.2. 教員実績概要 
職名： 教授 氏名： 菅原 光政 
 
ソフトウェア設計学講座（菅原 I研）に同じ 
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職名： 准教授 氏名： 竹野健夫 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
アプリケーション総論，確率と統計の世界，情報処理演習，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，情
報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論 I，ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，特別ゼミナール，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情報学特
別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
1) Engelseth, P., Takeno, T., and Alm, K., Food Safety, Quality and Ethics in Supply Chains: A Case Study 
of Informing in International Fish Distribution, Chapter 4, The Crisis of Food Brands, Gower Publishing 
Ltd, pp. 45-63, 2009. 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) M.Horikawa ,T.Takeno, M.Ohba, M.Sugawara：Vender Managed Inventory for Farmer's Markets, Proceedings 
of 20th International Conference on Production Research, pp.153, July 2009 
2) Ma Xin, Uetake Toshifumi, Horikawa Mitsuyoshi, Takeno Takeo, Sugawara Mitsumasa : Development of Sales 
Forecasting Model for Farmers’ Markets, The 5th International Congress on Logistics and SCM Systems, 
pp.292-297, June, 2009 
3) Kasai, S., Takeno, T., Horikawa, M. and Sugawara, M., Development of Inventory Management System and 
Analysis of Consumer’s Behavior in Farmer’s Store, Proceedings of the 10th Asia-Pacific Industrial 
Engineering and Management System (APIEMS2009), pp. 1021-1026, December, 2009 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 堀川三好，馬欣，竹野健夫，菅原光政：販売物流を対象とした Vendor Managed Inventory 方式の関する研究，
日本経営工学会 平成 21 年度春季全国大会予稿集，pp.176-177，2009 年 5 月 
2) 竹野健夫，堀川三好，菅原光政：複数仕様におけるかんばん供給部品取り付けロス検知モデル，日本経営工学会
平成 21 年度春季全国大会予稿集，pp.178-179，2009 年 5 月 
3) 竹野健夫，堀川三好，菅原光政：産地直売所向け需要対応型情報システムの提案，日本ロジスティクスシステム
学会，第 12 回全国大会予稿集，pp.47-50，2009 年 6 月 
4) 竹野健夫，堀川三好，菅原光政：かんばん供給部品取り付けロス検知モデルの提案，スケジューリング・シンポ
ジウム 2009 講演論文集，pp.85-89，2009 年 8 月 
5) 馬欣，植竹俊文，堀川三好，竹野健夫，菅原光政：農産物産地直売所における経営支援のための販売予測モデル
の構築，日本経営工学会 平成 21 年度秋季全国大会予稿集，pp.44-45，2009 年 10 月 
6) 竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所を支援する経営情報システムの構築，第３回横幹連合コンフ
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ァレンス予稿集，3C1-2, CD-ROM，2009 年 12 月 
7) 十文字豊，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：食品加工工程における生産計画立案支援システムの構築，第 72 回
情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.839-840，2010 年 3 月 
8) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における入荷・販売計画統合管理システムの開発，
第 72 回情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.847-848，2010 年 3 月 
9) 葛西翔太，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における在庫滞留時間を用いた販売分析，第 72
回情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.849-850，2010 年 3 月 
10) 小室 良，植竹俊文，竹野健夫，菅原光政：農業経営を対象とした営農計画立案支援システムの構築，第 72 回
情報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.899-900，2010 年 3 月 
11) 濱田憲明，植竹俊文，竹野健夫，菅原光政：情報共有を目的とした農業経営支援システムの構築，第 72 回情報
処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集（４），pp.901-902，2010 年 3 月 
12) 下川原健，竹野健夫，堀川三好，菅原光政：農産物産地直売所における入荷・販売計画共有システムの開発，平
成 21 年度日本経営工学会東北支部卒業論文・修士論文発表会抄録集，2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 岩手県立大学全学プロジェクト，産直を基盤とした小規模事業者における農産物生産流通システムの構築，300
万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会（学部），研究科入試委員会（研究科） 
(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
1) 産地直売所における情報技術の活用（産直センターあかさわ） 
2) 食品加工工程における生産管理システムの構築（株式会社 ABC フーズ） 
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(e) 学会などにおける活動 
4) 日本経営工学会論文誌 査読委員 
5) 日本ロジスティックスシステム学会評議委員 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
産地直売所向け需要対応型情報システムの提案 
 
本研究では、農業生産者等と消費者が直接生鮮品の売買を行う産地直売所流通について、同じ生鮮品流通である卸売
市場流通との対比のからその特徴として、プル型の流通構造を示した。また、卸売市場流通で見受けられる商品の集約効果
について概説し、流通の効率化が及ぼす消費者と生産者の問題点を明らかにする。 
生鮮品の取引価格は、その生産物の品名、サイズ、数量といった生産物についての基本情報のみならず、産地（収穫場
所）、収穫方法、形状、鮮度、糖度などの風味といった属性情報によって決定される。同じ基本情報を持つ生産物であって
も、これらの属性情報が異なれば、市場価格は大きく異なる場合がある。 
一般にこの属性情報は流通のプロセスを上流から下流に向かう間に損失していく場合が多い。例えば、生産者の段階で
は、どの圃場から収穫したものかが識別可能であるが、小売店に並ぶ段階では産地として県名が書かれる程度に情報の欠
落が生じている。この欠落にはいくつかの原因があるが、その一つに卸売市場における集荷・分荷の機能の問題がある。卸
売市場の機能の効率化を目指すとき、識別すべき商品情報が少ない方が取引に要するコストは低下することができる。例え
ば、農家単位でのセリを実施するよりはＪＡ単位でのセリをした方が時間と労力の低減ができる。また、ＧＭＳのビジネス戦略に
おいても大量入荷による調達コスト低減は日常的に行われており、生鮮品の主要流通経路においてはこの情報欠落が構造
的に起きやすい状況にある。 
これらの問題を解決するため、産直を効率的に運用するための情報システムの要件として納入指示機能、在庫情報共有、
消費者への情報公開についての要件をまとめた。 
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職名： 講師 氏名： 植竹 俊文 
 [教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム基礎論，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，ソフトウェア演習 A/B/C，情報システム演習 A/B/C，
情報システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
企業情報システム特論，ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，特別ゼミナール，ソフトウェア情報学研究，ソフトウェア情報学特
別研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Ma Xin, Uetake Toshifumi, Horikawa Mitsuyoshi, Takeno Takeo, Sugawara Mitsumasa : Development of Sales 
Forecasting Model for Farmers’ Markets, The 5th International Congress on Logistics and SCM Systems, 
pp.292-297, June, 2009 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 馬欣，植竹俊文，堀川三好，竹野健夫，菅原光政 : 農産物産地直売所における経営支援のための販売予測モデ
ルの構築，日本経営工学会平成２１年度秋季研究大会予稿集，pp.44-45,2009 年 5 月 
2) 中村浩紀，植竹俊文，堀川三好，菅原光政：NPO 法人における情報配信システムの活用，第 72 回情報処理学会
全国大会，第 72 回全国大会講演論文集第４分冊，pp.799-800，2010 年 3 月 
3) 小室良，植竹俊文、竹野健夫，菅原光政：農業経営を対象とした営農計画立案支援システムの構築，第 72 回情
報処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集第４分冊，pp.899-900，2010 年 3 月 
4) 濱田憲明，植竹俊文、竹野健夫，菅原光政：情報共有を目的とした農業経営支援システムの構築，第 72 回情報
処理学会全国大会，第 72 回全国大会講演論文集第４分冊，pp.901-902，2010 年 3 月 
(e) 研究費の獲得 
特になし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
特になし 
(b) 学部/研究科の委員会 
総務委員会（学部），学生委員会（学部） 
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(c) 学生支援 
特になし 
(d) その他 
特になし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
特になし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
特になし 
(c) 一般教育 
特になし 
(d) 産学連携 
1) 陸上競技における情報システムの活用（一関市陸上競技協会） 
2) 産地直売所における情報技術の活用（産直センターあかさわ） 
3) 農業技術体系データを活用した農業経営支援システムの構築 
4) 酪農における情報技術の活用（滝沢村農林課） 
(e) 学会などにおける活動 
6) 日本ロジスティックスシステム学会評議員 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
農業経営支援システムの構築 
 
近年，農業経営において IT 技術を利用し，効率的な経営を目指す農業経営者が増えつつある．農業経営者は，営
農計画立案の際に，営農情報を収集し，経営の内部情報として取り込んだ上で意思決定を行っている．しかし，個
別経営主体の農業経営において情報収集活動における営農情報は不確実要素が大きく，いかに外部情報を収集し，
不確実性を減らしていくかが重要である． 
本研究では，農業経営者の営農計画立案に向けた意思決定を左右する営農情報を集約・共有することで，営農計
画立案の際に行う情報収集活動を支援する情報システムを構築する．これにより，自身の農業経営の状態把握，営
農計画立案の際に指標となる農業技術体系の精度向上支援を可能とする．さらに，営農情報の一元管理により実現
可能となる，農業経営者分類の仕組みを提案し，有効性を検証する． 
 
 
